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広報しもだ  ２００７.１月号  －８－

歴
史
の
舞
台
と
な
っ
た
古
道
や
城

跡
、遺
跡
を
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
程　
第
１
回　

１
月　

日 （
日
）

２８

 「
下
田
街
道
を
歩
く
」

ハ
リ
ス
や
ヒ
ュ
ー
ス
ケ
ン
の
歩

い
た
古
道
を
た
ど
り
ま
す
。

第
２
回　

２
月　

日 （
土
）

１７

 「
下
田
城
を
歩
く
」

　

下
田
城
の
遺
構
を
め
ぐ
り
ま
す
。

第
３
回　

３
月　

日 （
土
）

１０

 「
古
代
遺
跡
を
歩
く
」

古
代
人
が
祈
り
を
捧
げ
た
祭
祀

遺
跡
を
め
ぐ
り
ま
す
。

（
各
午
後
０
時　

分
〜
午
後
４
時
）

３０

内
容　

専
門
家
と
と
も
に
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
す
。

対
象
者　

健
康
な
下
田
市
民
で
３

回
と
も
参
加
で
き
る
方

募
集
人
数　
　

名 （
先
着
）

２０

集
合
場
所　

市
立
中
央
公
民
館

参
加
費　

３
０
０
円 （
保
険
料
ほ
か
）

募
集
期
間　

１
月　

日 （
水
）午
前

１０

９
時
よ
り
受
付
を
開
始
し
、
定
員

に
な
り
次
第
締
切
ま
す
。

応
募
方
法　

お
電
話
に
て
申
込
み

く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

�
�
５
０
５
５

　

北
方
領
土
の
日
は
、
北
方
領
土

問
題
に
対
す
る
国
民
の
関
心
と
理

解
を
さ
ら
に
深
め
、
全
国
的
な
北

方
領
土
返
還
要
求
運
動
の
一
層
の

推
進
を
図
る
た
め
、１
９
８
１ （
昭

和　

年
） に
閣
議
了
解
に
よ
り
、定

５６
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

１
８
５
５
年
２
月
７
日 （
安
政
元

年　

月　

日
）、下
田
市
の
長
楽
寺

１２

２１

に
お
い
て
「
日
魯
通
好
条
約
」
が

調
印
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
条
約
で
、

そ
れ
ま
で
平
和
的
に
確
立
さ
れ
て

い
た 
択  
捉 
島
と
ウ
ル
ッ
プ
島
と
の

え
と 
ろ
ふ

間
が
両
国
の
国
境
と
定
め
ら
れ
、

 
歯  
舞 
群
島
、 
国  
後 
島
、 
色  
丹 
島
、

は
ぼ 
ま
い 

く
な 
し
り 

し
こ 
た
ん

 
択  
捉 
島
の
４
島
は
日
本
の
領
土
と

え
と 
ろ
ふ

し
、
ウ
ル
ッ
プ
島
か
ら
北
の
千
島

列
島
は
ロ
シ
ア
領
と
す
る
こ
と
が

確
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
樺
太
は

従
来
ど
お
り
両
国
民
混
住
の
地
と

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
経
緯
を
踏
ま
え
て
、

２
月
７
日
が
「
北
方
領
土
の
日
」

と
し
て
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

北
方
領
土
の
日
に
ち
な
み
マ
ラ

ソ
ン
大
会
を
行
い
ま
す
。

北
方
四
島
に
思
い
を
馳
せ
走
ろ
う
。

日
時　

２
月
７
日 （
水
） 小
雨
決
行

受
付　

午
前
９
時
よ
り （
長
楽
寺
）

　
　
　

ス
タ
ー
ト　

午
前　

時
１０

コ
ー
ス　

長
楽
寺
〜
玉
泉
寺 （
往

復
）　
　

約
５
・
４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

競
技
区
分

一
般
の
部（
高
校
生
以
上
の
男
女
）

中
学
生
の
部
（
中
学
生
の
男
女
）

参
加
資
格

身
体
強
健
な
中
学
生
以
上
の
方

申
込
方
法

　

総
務
課
窓
口
に
用
意
し
て
あ
り

ま
す
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
お
申
込
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　

２
月
１
日 （
木
） （
大
会

当
日
の
申
込
は
で
き
ま
せ
ん
）

申
込
・
問
合
せ
先

「
北
方
領
土
の
日
」
記
念
下
田
の

集
い
実
行
委
員
会
（
市
役
所
総
務

課
内
） 

�
�
２
２
１
１

→
ロ
シ
ア
の
領
土

日本の領土

←

1855年

日露通好条約に基づく国境線日露通好条約に基づく国境線日露通好条約に基づく国境線
�
�
�
�
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�
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下
田
市
赤
十
字
奉
仕
団
（
山
下

千
與
子
委
員
長
）
は
、
県
内
に　
５２

団
体
あ
る
地
域
赤
十
字
奉
仕
団
の

ひ
と
つ
で
現
在
団
員　

名
で
す
。

６９

　

主
な
活
動
と
し
て
は
、
赤
十
字

思
想
の
普
及
や
社
員
の
募
集
、
献

血
の
推
進
、
救
急
法
・
家
庭
看
護

法
・
幼
児
安
全
法
の
普
及
な
ど
で
、

近
年
で
は
、
高
齢
者
福
祉
活
動
・

施
設
訪
問
活
動
・
清
掃
奉
仕
な
ど

温
か
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り

を
め
ざ
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
す
す
め
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
特
に
「
地
域
高
齢

者
生
活
支
援
活
動
」
に
力
を
注
い

で
い
ま
す
。
こ
の
活
動
に
つ
い
て

は
、今
年
度
と
来
年
度
の
２
年
間
、

日
本
赤
十
字
社
静
岡
県
支
部
か
ら

モ
デ
ル
奉
仕
団
に
指
定
さ
れ
、
市

内
各
地
域
で「
ふ
れ
あ
い
食
事
会
」

の
開
催
や
防
災
意
識
向
上
の
視
点

か
ら
「
高
齢
者
用
の
防
災
頭
巾
」

つ
く
り
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

下
田
市
赤
十
字
奉
仕
団
で
は
、

団
員
の
募
集
を
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
女
性
ば
か
り
で
す
が
、

男
性
の
方
の
入
団
も
歓
迎
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

福
祉
事
務
所
福
祉
係

�
�
２
２
１
６

奉
仕
団
活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

�

�

�

�

�

�

�

記
念
史
跡
め
ぐ
り

マ
ラ
ソ
ン
大
会

ふれあい食事会の
ひとこま

今年は救急法 （応急処置） を受講

　

赤
十
字
奉
仕
団
と
は
、
赤
十
字
の
使
命
と
す
る
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人
道
的
な
諸
活
動
を
し
よ
う
と
す
る
人
々
が
集
ま
っ
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�
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て
結
成
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
で
す
。 
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下
田
市
赤
十
字
奉
仕
団
で
す
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－９－  広報しもだ  ２００７. １ 月号

　昨年度、伊豆縦貫自動車道をキッカケに「まちづく
りを考えよう！」と、地域の方と話し合いをしながら、
まちづくりの指針である「都市計画マスタープラン」
を策定しました。

　その中で、稲生沢地区においては、北高周辺の交通
混雑の問題が大きく取り上げられたため、今年度から、
北高周辺の交通問題解決に向けた取り組みを地域や学
校、行政等の協働のもと、検討しています！

��������	
��
��〈4回開催 （平成18年12月現在）〉

☆現状の交通混雑があり、北高と南高が合併する
と生徒数が1.4倍になるため、「検討会」で対応
策を検討しています。
☆高校が合併する平成20年度までに主な取り組み
を実施していく予定です。

※検討会は、北高・下田市・静岡県（教育委員会・土木事務所・警察）がメン
バーです。オブザーバーとして地域の方も参加しています。
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������　〈7月11日〉
☆朝の交通の実態を把握するため、北高周辺の自動車や歩行者等の交通量を測りました。

��������	
��
���　〈7月11日〉
☆北高生や保護者の皆さんの意向を調べるため、アンケート調査を実施（563名回答）。
��������	
��
�������　〈7月下旬〉
☆地域の方、PTAの方を対象に、アンケート調査を実施（273名回答）。
※アンケートを行った地域は、河内、蓮台寺、立野、高馬、上大沢、下大沢地区。

��������	
��
���　〈8月～〉
☆運賃、運行時間等の実態や今後の対応等、バスや鉄道を運行する交通事業者との話し
合いを行っています。
��������	
　〈9月22日〉
☆地域の方やPTAの方とともに、高校周辺の現地を歩いて現地を確認しました。
��������	
���
������　〈9月22日〉
☆通学時間に車を走らせ、国道利用、市道利用の時の通学時間を計りました。

�������

●朝の決まった時間（7時40分～8時20分）に送迎車や歩行
者が集中し、混雑している。

●通学手段は、東伊豆方面は鉄道、西伊豆方面はバス、南伊豆方面は自家用車を利用する割合が高い。
●車での送迎時間の差は平均約50秒（伊豆急下田駅周辺から北高まで、国道利用と市道利用時）。
●バスを利用する環境が改善されれば、利用したいという意見が多い。
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★ルールや道路整備の工夫等、いろ
いろな取り組みが必要だね！
★みんなで協力して解決していきま
しょう！

　今後、アンケートや交通量等の調査結果から明らかに
なった問題・課題を踏まえ、地域の方や北高生が参加す
る意見交換会や検討会を開催し、現実的な対応策を話し
合っていく予定です。

※アンケート結果等を知りたい方、下記まで連絡ください。


